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これまで使ってきた
対話/会話コーパス
! 20世紀末：課題指向対話

! 1990年前後：ATR対話データベース
! 1993～1996年：重点領域研究「音声対話」
! 1994年：日本語地図課題対話コーパス

! 20世紀初頭：多人数・マルチモーダルへ
! 2003年：千葉大学３人会話コーパス（雑談）

! 2010年前後～：マルチアクティビティへ
! 2007年：TDU Table Talkコーパス（食事会話）

日本語日常会話コーパス（CEJC）
! 日常場面で（当事者たち自身のリアルな動機
や目的に基づいて）自発的に生じた（活動に
埋め込まれた）会話

! これまでのコーパスとの違い
!人工的な課題でない：×地図課題
!実験的な状況でない：×千葉大・TDU

! 注意点
!雑談とは限らない
!むしろ、課題指向（子供の教育や家具の組み立て
など）であることが多い

相互行為班
! 目的

!会話相互行為の中で文法が果たす役割を解明
! 相互行為班の視点

!参与者たちが関与しているその場の活動の中で
!その活動を組織するために
!その都度の局面において
!ことばや身体がどのように用いられるか
→ 行為・状況・マルチモダリティ・関係性…



本日取り上げる現象
1. と文末
~�Ø×�>[63;�

2. 指示詞「こう」
��Ø+"4?�

3. 倒置構文
È�Ø�Y[?;�Ø5NY;�6���6��

と文末
! 形式：いわゆる文末表現に格助詞「と」が後接
して発話が完結している場合

! 意味：「～と」という形を取る、叙述の完結点。
演説調の発話スタイルの中でよく見られる

! 例：
! まず音声データーベースからメルケプストラム分析
行ないまして
メルケプストラムとそれの動的特徴量デルタとデル
タデルタを求めたいと

! で総論では賛成なんだけれども
少し煮詰める必要があるんではないだろうかと

(丸山・高梨・内元 2006)

事例１：背景
! 参与者：

! 父・母・息子（兄・弟）
! 場所：

! 自宅のダイニング
! 場面：

! 兄は通信教育（理科の実
験）の課題を遂行

! 父は兄を指導
! 弟は手持ちぶたさ
! 母はその都度兄弟の両
方に関与
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事例１：全体の流れ



事例１：全体の流れ
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主たる活動
（理科の実験）

主たる活動
（理科の実験）

脇道の活動
（眼前の事物に
関わる語り）

事例１：連鎖環境
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質問
修復開始
修復/質問
返答の延期

事例１：連鎖環境
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質問
修復開始
修復/質問

返答

返答の延期

件の発話は
隣接ペア
第二部分
となるべき発話

事例１：兄の行動
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事例１：兄の行動
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会話の場
から退出
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事例１（省略部分）：兄の行動
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事例１（省略部分）：兄の行動

会話の場
に復帰

父母の様子を
見ながら
発話機会を
うかがう

ようやく得た
発言機会

と文末：まとめ
! 演説調でなくても「と文末」は使われる
! なぜ「と文末」を用いたのか?

!延期されていた隣接ペア第二部分
!いったん退出して復帰した会話の場
!母の語りが行なわれている状況
! （受け手となるべき）父は母の語りに参与
→ 通常の発話として第二部分を構成できない
→ あえて引用形を取ることで、未成熟な参与
構造の中での発話を可能にした?



指示詞「こう」
! 指示詞の用法 (e.g., 正保 1981)

!文脈指示：談話の中で話題になっているもの
や記憶の中にある要素を指し示す用法

!現場指示：談話の場において実際にあるもの
を指し示す用法

コ
ソ
ア

話・聞

コ
話

ソ
聞

ア

事例２：背景
! 参与者：

! 妻・夫
! 場所：

! 自宅のリビング
! 場面：

! 二人でカラーボックス
を組み立て

! 妻がおもに指示
! 夫がそれに従う

事例２：概観
! ２種類の「こう」

1. 自身がいま行なっている行為や自身に見えて
いる状態を指す
!+6569+;?0/N>���	�+".9
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2. 他者が行なう行為の結果状態を指す
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事例２：２種類目の「こう」
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事例２（前半）：妻の行動
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事例２（前半）：妻の行動
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事例２（後半）：妻の行動
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事例２（後半）：妻の行動
夫の行為の
目標点
を指示



指示詞「こう」：まとめ
! 他者が行なう行為の結果状態を指す用法
! 現場指示用法だが。。。

!直後に実現する状態を指すという点で文脈指
示の後方照応（コ系のみ可能）に似ている?

!結果状態を指し示すことで、たんなる指示
（pointing）ではなく、指図（direction）になっ
ている

倒置構文
! 格要素や連用修飾要素が述語の後に後置
される構文
!話し言葉に特徴的
!焦点は後置されない (高見 2001)
!発話計画の失敗・語用論的な有標化・要点の
確認や強調のための付加 (藤井 1991)

事例３：背景
! 参与者：

! 父・母・息子（兄・弟）
! 場所：

! 公園
! 場面：

! 父と兄弟は野球
! 父：ピッチャー
! 兄：キャッチャー
! 弟：バッター

! 母はそれを眺めな
がら指示する

事例３：野球をしながら
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事例３（後半）：母の行動
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述語が
身振りと同期

倒置要素は
身振りの後で

倒置構文：まとめ
! 発話計画の失敗でも語用論的な有標化で
もない倒置

! なぜ倒置構文を用いたのか?
!「ちゃんと取んないと」と発話したい
!「取る」身振りが先に始まる
!「取ん」の発語を身振りに同期
→ その結果、述語を先に修飾要素を後に発語
!「取る」身振りを始めたタイミングは兄との
相互注視に関係する?

まとめ
! 「野生」の言語使用

!その場の活動を組織するために、身体ととも
に、ことばが用いられる

! 日常場面を観察する意義
!日常場面はさまざまな活動であふれている
!このような場面を詳細に観察することなしに、
人間の言語使用の本質はわからないのでは?

→ これこそが「日常の科学」の目標


